


















既に知られているプラコグロビン結合部位である C 末部の保存領域（CS3）を欠損させたデスモコリン - ２






されたデスモコリン‐２が既存のデスモソームへ取り込まれるためにはデスモコリン - ２の C 末領域に加え、
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? ? ? ? ?
? ? ? ? ?















































リン - ２および - ３が結合することが示された。プラコフィリンは、クラシックカドヘリンの CS相同領域
に結合し、カドヘリンの活性に必須である p20- カテニンのホモログであり、デスモソームの形成に関与し
ていることが既に報告されているが、その機能は不明である。そこで、これら遺伝子を破壊した細胞を取得




破壊細胞にプラコフィリン - ２または - ３を再発現させたところ、プラーク形成能が回復した。以上の結果
















な部分は既に日本生化学会の The Journal of Biochemistry に発表しており、関連論文は Cell Structure and 
Function および The Journal of Biochemistry に発表している。また、本論文の内容は Gordon Conference
を始め国内外の学会で発表している。審査委員会は本論文の内容を中心に面接と公開の論文発表会を行い、
著者が論文内容と用いた技法について充分な理解とともに関連する分野において広い学識を有し、また将来
の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認した。以上により審査委員会は著者が博士（理学）の学
位を受けるに十分な資格を有するものと判定する。
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